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輪や花粉によって従来から行われ
てきたが、それらの記録の信頼1生
や精度の面から疑問も多く提示さ
れている。今回の研究で示した湖
沼堆積物を材料とした研究は、数
千年～数万年にわたる気候変動を
正確かつ連続的に読み取ることが
できる」（p．124）という。ただし、
福澤（1995）では、「石英／イラ
イト比率に基づいた寒暖変化の検
討は、16世紀以降の歴史記録によ
る検討ほどの精度はないが、それ
以前の歴史時代の気候変動の連続
推定に役立つ」（p．38）と、精度
に限界のあることも認めている。
中国大陸の砂塵の増加には、乾燥
化以外にも開墾や放牧など人為的
な原因による表土の露：出も影響す
るのではないかと思われるが、そ
れはさておき、ひとまず上記の結
果をみると、まず前漢崩壊期と後
漢衰退期がいずれも寒冷・乾燥気
候卓越時期に当たっていることが
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注目される。時期は若干ずれるが、竺も後漢初期に一時的な寒冷化があったことを指摘しており、ま
た紀元150年以降の寒冷化は、王らの花粉分析とも一致している。
　次ぎに2世紀後半に寒冷・乾燥化したのちに、3世紀を挟んで、4世紀末から再び寒冷・乾燥化す
ることであるが、これは山本武夫（1978）が「三国史記』の冷夏の記録と大雪の記録をもとに作成し
た図8の「冷涼数」「大雪数」の推移とほぼ一致している。山本は図8から400A．D．が「小高温期」
であったと読み取るが、半世紀ほど早めて3世紀半ばと考えれば図7の推移とも一致する。その一方
で、張らの研究では、江准地区ではこの傾向とほぼ一致するものの、華北地区では、紀元140～200年
が湿潤期、200～280年が乾燥期という反対の結果になっている。Gumilev（1968）も3世紀は乾燥化
の頂点にあったとしており、福澤らとは全く正反対の見方である。果たして密語らの研究はこれらの
見方をどこまで否定しうるのであろうか。3世紀といえば、中国では三国鼎立から西晋の中国再統一
へと向かう時代であり、かつその統一は4世紀に入ってたちまち崩れる。こうしたことと関わって、
この時代の気候変動がどうであったかは興味深い問題である。因みに、Gumilevは根拠の一つに、バ
ルハシ湖が3世紀には干上がっていたという事実を挙げ、それは三国時代の地図にこの湖が現代より
はるかに小さく描かれていることからわかるとしているが、一体その地図とは何であるのか。少なく
とも中国側の史料にそうした確かな根拠があるとは思えないが、この論文には直接の典拠が示されて
おらず、目下のところ未確認である。
　福澤らの研究でもう一つ興味深いのは、風成土の堆積が8世紀半ばまで盛んであったと考えられる
点である。竺をはじめ物侯学にもとつく多くの研究は、7世紀には温暖化したことを主張しており、
王らの花粉分析でも550年以降温暖化したとみる。もっとも、王らの研究は上海西部地域のものであり、
華北では乾燥傾向が続いたのかもしれない。張らの図6ではそのようにみえる。阪口（1995）も、日
本の古墳寒冷期は732年忌まで続いたとしており、この点を究明することも今後の課題として残され
ている。
3．気候変動と黄河安流
　以上、魏晋南北朝史時代の気候変動に関する主な研究を簡単にみてきたが、最後にこれにかかわる
歴史上の問題として黄河の長期安流をめぐる問題に触れておきたい。
　上述の研究の多くは、魏晋南北朝時代が比較的乾燥した時代であったことを示しているが、その根
拠のひとつは、Wang（1987）や張（1996）の研究に示されるように、干害が相対的に増加し、水害
が減少したということにある。実は後漢以降、長期にわたって黄河の河南が減少することは、歴史学
者の間では黄河安流の問題として早くから指摘されてきたことであった。ただし、その原因としては、
後漢明帝十二年（紀元69年）とその翌年に、黄河下流で大規模な治水工事をおこなった王景の功績に
帰せられることが多かった。
　これに対して、黄河中流域の環境変化こそが長期にわたる黄河安流の原因であると主張したのが、
高名な歴史地理学者の謳其駿（1962）である。諜は唐以前の黄河の活動を1）段周から秦まで、
2）前漢時代、3）後漢以降の三期に分け、第二期を非常に不安定であった時代、第三期の最初の
五百年余りをとくに安定した時代、後の三百年を安定とはいえないまでも第二期よりはましな時代で
あったとしている。すなわち、頻繁に白飴を繰り返した前漢時代とはうってかわり、後漢から油滴南
北朝時代にかけて黄河は非常に安定した状態となり、階唐時代はそれに続く状態であったというので
ある。その原因として謳は、遊牧民族の南下による黄河中流域の牧地化が植生を回復させ、土壌の流
出を減少させたためとする。その意味で、魏晋南北朝時代は、牧地がとくに拡大して植生が回復した
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時代であり、その状況はおおむね唐前半期まで続いたとするのである。
　諜の説はその後定説化していくが、一部には黄河の長期安流そのものを否定するなど、言箪説を批判
する説も現れ、謳説の継承者との問で論争が繰り広げられた。その経緯と論点については、浜川栄
（2006）が詳しくまとめており、浜川は結論として謳説を支持している。ただし、浜川の整理をみる
限り、この議論の過程では、気候変動の問題がとくに重要な争点になったようではなく、また気候変
動の問題を取りあげたのは、もっぱら諜説を批判する側であったようである。すなわちこの時代の寒
冷化は植生の回復にとって障害となったはずで、課説のいうような植生の回復はなかったとする議論
である。
　しかし、上述のことからすれば、気候変動の問題はむしろ潭説を支持する面もあると思われる。す
なわち、この時代が寒冷化しただけではなく、乾燥化した時代でもあったとすれば、黄河の河水量が
減少して河風を減少させた可能性が考えられ、黄河安流の大きな原因となりうるからである。あるい
は竺（1972）が指摘する追河の氷結も、寒冷化だけでなく、河水量の減少も手伝って起こったことか
も知れない。
　またそのように考えれば、黄河の長期安流の原因として、植生の回復があったかどうかにあまり議
論を集中させる必要はないということになる。福澤ら（1994）の研究によれば、むしろこの時代は、
前漢時代に比べて表土が露出した状態であった可能性が高いのであり、にもかかわらず黄河が長期に
安定した状態であったとすれば、それは乾燥化による降水量の減少が土壌流出を抑え、さらに河水量
を減少させることで河災を減少させたと考えるのが自然であろう。
　因みに、この時代の黄河中流域の植生に関して「水経注」河水三に次のような記事がある。「塞水
は懐朔鎮の東の北芒中から出て、南流して広徳殿の西の山の下をめぐる。’ ]は太和十八年に高祖の北
巡に随行して陰山の講武台にいたった。台の東に『高祖講武碑』があり、碑文は中書郎高聰の文章で
ある。台から西に向かい、さらに南下して山に登った。山には樹木が無く、ただ禿げた丘のみであっ
た。すなわちここが広徳殿の所在である。」
　これは『水経注」の撰者邸道元が、粒食の融和十八年（494）に孝文帝の行幸に随行して陰山へ行
ったときの体験を記したものである。この時代にいう陰山は、現在のフフホトの北につらなる大青山
のことで、東西三五〇キロ、南北五〇キロ、標高二千メートル前後の山々がつらなる山脈である。塞
水はこの陰山から流れ出て芒西水に合流し、やがて黄河に流れ込む。本来、陰山はゴビ砂漠の南の草
原地帯の中にあっては貴重な豊かな森林をもつ山脈で、「単子の苑圃」と呼ばれた場所である。旬奴
や北魏の時代には内蒙古でも一、二を争う肥沃な場所で、遊牧民族の二大生業である遊牧と狩猟にと
って欠くべからざる土地であった（吉田1980）。脚道元が訪れた広徳殿はまさにこの陰山中に建てら
れた北魏の宮殿で、太武事や文成帝の時代には、皇帝は夏になると毎年のように家族や臣下を引き連
れここに滞在した（佐藤1984）。
　ところが、上記の史料によれば、麗随元がここを訪れたときには、辺りは全くの禿げ山になってい
たという。筆者はこうしたことから陰山では北魏時代に森林の後退があったと考え、その原因として
北京時代の過放牧、開墾、森林伐採を挙げ、さらにこうした陰山の荒廃が北竜の洛陽遷都の背景にな
っていると論じた（佐川2007）。しかし上述の研究を踏まえれば、これに加えて、気候の寒冷・乾燥
化の問題も挙げるべきであったろう。
　『武川県志』（1988）によれば、半乾燥地帯であるこの一帯の年間平均降水量は、400㍉から250㍉
と少なく、しかも六月から九月の降水量が全体の81％を占める。これは植生が回復しにくく、開墾や
放牧によって露出した表土が、夏の豪雨で流されやすい典型的な黄土高原の気候である。事実、清朝
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の威豊年間（1851～1861）には森林に覆われていた大青山も、その後の人口増加と開発により、20世
紀初頭には森林ステップに後退し、さらに日本軍による焼き払い、失火による山火事等で、1949年の
建国時にはごくわずかの地点を除いてほとんどの森林を失っていたという。
　北魏時代にはさらに厳しい気候条件にあったと考えられ、当時の史料にもそのことを推測させる記
事がある。「回書」巻九五索虜伝に北魏の習俗を述べて、「その習慣では四月に天を祠り、六月末に大
衆を率いて陰山にいく。これを「却霜』という。陰山は、平城を去ること六百里にして、奥深く樹木
が豊であり、この時期でも霜や雪がなお溶けない。けだし暖気を持ち込み、寒気を却けようとする意
味である」とあり、また「南斉書」巻五七魏虜伝に平城の気候を述べて、「土は氷り、風砂は常に起き、
六月になっても雪が降る」とある。
　邸道元の記事とこれら正史にみられる記述は、この時代の中国が厳しい気候条件にあり、風砂が起
こりやすい環境にあったとする三三らの研究を裏付けるかのようである。これらのことからすれば、
耕地から牧地への転換をもって単純に黄河中流域で植生が回復したとはいえず、すなわちこの点にお
いては、謳説にも修正の余地があるように思われるのである。
　勿論、当時の気候のあり方とその影響についてはまた別の見方があるかも知れず、いまここで結論
を急ぐべきものではない。しかしいずれにせよ、これからのこの問題をめぐる検討においては、気候
変動についての考察は欠くことができず、むしろ重要な要素となってくることは間違いないであろう。
4．今後の課題
　以上、魏晋南北朝時代の気候変動とそれをめぐる問題について若干の考察をおこなったが、本稿で
紹介した論文のうち、気候変動に関する日本語と英語の論文は、主に鈴木（2000）を参考に収集した。
ただし、本稿で取りあげたのは中国に直接かかわるごく一部のものに過ぎず、それらの検証も十分で
はなかった。多くの研究はなお文献学的に検証を要すると思われる。これらの研究を概観し、現段階
においては、古代の気候を推定するうえで、なお文献史学の果たす役割は大きいと考えた。
　また豊富なデータにもとつく鈴木の研究も、中国語の論文は全く参照されていない。本稿ではいく
つかの研究を補ったが、張（1996）巻末の参考文献一覧をみるだけでも、なお多くの研究が存在して
いることがわかる。今後はさらにこれらの研究からデータを蓄積していくことも必要であろう。
　また最終的な目標は、この時代の気候変動が人間活動に影響を及ぼすものであったかどうか、ある
いは及ぼしたとすれば、それはどのような影響として現れたかを検証することにある。研究はまだ緒
に着いたばかりであることを記し、本稿はここで欄心することにしたい。
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